


 

『おやさまの情景』紹介�
小さな埃は目につかないが・・・  p.49 

私は、去年の12月からスーパーで働いています。 
　今回『おやさまの情景』を拝読させていただいた時、私はスーパーで働いている
時の自分の心の中を思い返しました。 
　仕事を始めたての時、初めてのことが多く、失敗をする度、自分の未熟さに腹を
立てていました。時が経ち、だんだんと業務内容にも慣れてきた時、今度は同僚か
ら他の同僚の悪口や嫌味などをずっと聞かされる毎日で、すごく嫌な気持ちになり
そして自分もそういった負の言葉がふつふつと頭の中に出てくる日々を送っていま 
した。そして現在、任されることも増え、緊急時の対応やイレギュラーなことが起
きた際に対応する立場にもなってきました。しかし、疲れやストレスの限界を感じ
た時、どうしても悪い態度をとってしまうことがあります。 
　この仕事を始めてからの一連の流れを思い返した時、私の心の中が埃まみれに
なってしまっているなと感じました。その中でも腹立ちが多くを占めていると思い
ます。そして、それをおつとめで十分払うことができていないとも感じました。 
　文章の中にあるように、私の心の中の埃がだんだんとシミになってきているよう
な気がします。 
　『おやさまの情景』を読ませていただいて、これからは教えをほうきとして、心
の掃除をしていこうと思いました。 
　みなさんも『おやさまの情景』を読んでみませんか？教祖からのメッセージがこ
の中に隠れているかも知れません。 
                                              　　　　　　　　　　　　　　　　　 関 一紗



女子青年活動のかどめ③　 
　　　　　　　にをいがけをしましょう 
にをいがけ って何？ 
親神様のご守護のありがたさを人に伝えていくこと、お道を信仰する喜び
の匂いを人々に掛けていくことを「にをいがけ」といいます。 
教祖の末娘のこかん様は、お父様が出直されて間もない時に、教祖の思召
のままに大阪に出向き、街角に立って親神様の神名を流されました。これ
が積極的な「にをいがけ」の最初と言われています。この時、こかん様は
１７才。こかん様の勇気と素直な心をお手本にさせて頂きたいですね。 

にをいがけは難しい？ 
第２２回女子青年大会において、婦人会長は「いつも明るい笑顔で挨拶を
交わしたり、教祖のように、人に対して優しい言葉をかけてみて下さい。
また、たすけあう心や勇んでひのきしんに励む姿から、周りの人々が、お
道を信仰している人は何か違うな、いい教えだなと感じていただけたら、
それは明るさ、やさしさ、温かさ、思いやりの心という良い匂いをかけて
いると言えると思うのでございます。」とお話くださいました。 
にをいがけは人にお話しするという一つの形に決まっているものではあり
ません。職場や学校で皆の心を和やかにしたり、毎日の中で自然にお道の
匂いが発散されていくこと自体が大きなにをいがけなのです。 
あなたは何が好きですか？　得意なことは何ですか？　それを一生懸命、
楽しんでやっていきましょう。明るい笑顔、やさしい言葉で、周りの人に
喜びと感謝を伝えていきましょう。



 썸쎞썪썺썿썥쎚쎠쎡썚。�

　　　 
　　 　　　みなさん、こんにちは！今月のおぢばをちょこっとお裾分け、 
　　　ちょこっとぎゃらりぃ。のお時間です^^ 
　　     もう秋も深まってきて、稲穂がどんどん大きく成長しています。 
　　   もうすぐ稲刈りの時期、今年も食欲の秋という誘惑に負け、 
　　   爆食！爆食！爆食！（大事なことなので3回書きました！） 
　　   私はこの前、栗ご飯をいただきました。美味すぎました^^ 
　　     そして、だんだんと風が涼しくなってきましたね。 
　　   季節の移ろいを肌で感じられますね🍃 来月はきっともっと涼しく、 
　　   いや、寒くなっていると思います。 
　　   みなさん体調には充分お気をつけくださいませ！ 
　　   それでは来月まで、see you next time... 
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